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日本の生物多様性の変化を評価する手法の開発
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森林の変化と種の減少
1960 年代以降、日本の国土に占める森林の割合は約

67% 前後と安定していますが、人工林率は 25% から
42% へと上昇しました。また 1970 年代以降は森林の伐
採が減少して、森林のバイオマスは増加してきています。
こうした森林の変化に伴って、日本の森林の生物種は激
減したのでしょうか。環境省のレッドデータブックを基
に、様々な森林性生物の絶滅種や絶滅危惧種を調べてみ
ました（図１）。その結果 1991 年までに樹木やほ乳類な
どで少数の種が絶滅していることがわかりました。しか
し急激な種数の減少は見られませんでした。

鳥および大型・中型ほ乳類の多様性の評価
世界的には 1970 年代以降の生物多様性の変化が、リ

ビングプラネットインデックス * という指数によって計
算され評価されています（http://www.cbd.int/gbo2/）。
そこで日本でも生物多様性の長期的変化を評価するため
に、長期的な生物の観測データの探索を行いましたが、
残念ながら 40 年以上にわたり全国を網羅する解析可能
なデータはありませんでした。

鳥や大型・中型ほ乳類については、環境省が 1970 年
代と 1990 年代に全国的な分布調査を行っています。そ
こでこれらのデータを基に、日本のリビングプラネット
インデックスを作成し、分布の変化を評価しました。そ
の結果、約 20 年間に鳥では藪のような林を好む種の分
布が減少していることがわかりました（図２）。森林の伐
採面積が減り、若い林が減少してきたことが原因と考え
られます。一方、大型・中型ほ乳類は分布域が増加して
いました（図２）。これは狩猟者数の減少や、耕作放棄地

による野生動物の里山への誘引などが原因になっている
と考えられました。

樹木の多様性の評価
世界的にも植物の多様性の変化はまだ評価されたこと

がありません。日本にも樹木の多様性変化を国レベルで
評価するための十分なデータはありませんでした。そこ
で森林総合研究所が所有する森林動態データベースを含
む全国 11 地点の調査結果を基に、同じくリビングプラ
ネットインデックスを用いて 1990 年代から 2000 年代
の老齢林の変化の傾向を調べました。また樹木の個体数
だけでなく、樹木の太さも指標に加えました。その結果、
樹木は徐々に太くなっており、個体数の軽微な減少は樹
木の成長によるものであることがわかりました（図３）。
このことから今回解析を行った老齢林では樹木の多様性
は減少しておらず、樹木はいまも成長傾向にあることが
明らかになりました。

本研究で開発した日本版リビングプラネットインデッ
クスによって、国レベルの生物多様性変化の評価が可能
になりました。またこの指数を用いた評価結果は「環境
省生物多様性総合評価報告」などに利用されました。本
研究の成果は CBD/COP10 で新たに設定された目標達成
の評価にも活用することができます。

本研究は、運営交付金プロジェクト「生物多様性条約
２０１０年目標達成評価のための森林リビングプラネッ
トインデックス開発に関する研究」によって行われまし
た。

　2010 年 10 月に名古屋で第 10 回生物多様性条約締約国会議（通称 CBD/COP10）* が開催
されました。この会議では「2010 年までに生物多様性の急激な減少速度を低下させる」と
いう 2010 年目標を達成できたかどうかの評価や、評価に基づいた新たな目標が決定されま
した。本研究ではわが国の目標達成の評価のために、日本の森林における生物多様性の変化
を示す指数を開発しました。この指数を使うことで、これまで日本では森林性生物の種数の
大きな減少はなかったものの、生物の分布など多様性は変化していることがわかりました。
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図１：森林性生物の多様性の現状
環境省レッドデータブック（1991または2002）により作成
しました。

0 50 100

ほ乳類

鳥

両生類

は虫類

チョウ

森林性生物の占める割合（％）

 その他
 絶滅危惧種
 絶滅種樹木

1.0

1.5

2.0

0.5

森林性の鳥

全種 幼齢林種
留鳥

成熟林種
留鳥

大～中型ほ乳類

全種 幼齢林種 成熟林種

分布拡大

分布縮小

変化無し

リ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
変
化
率

図２：森林性の鳥と大型～中型ほ乳類の分布面積の変化率（リビング
プラネットインデックス■で示した。縦棒は信頼限界を現す）
1.0（太い横線）より下は90年代で減少、上は増加したことを示します。

図３：樹木の幹数（個体数）と胸高直径（太さ）の変化率（リビング
プラネットインデックス■で示した。縦棒は信頼限界を現す）
1.0（太い横線）より下は 2000 年代で減少、上は増加したことを示す。

図１：森林性生物の多様性の現状
環 境 省 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク（1991 ま た は
2002）により作成した。

* については、巻末の用語解説をご覧ください。

図２：森林性の鳥と大型～中型ほ乳類の分布面積の変化率（リビング
プラネットインデックス■で示した。縦棒は信頼限界を現す）
1.0（太い横線）より下は 90 年代で減少、上は増加したことを示す。

図１：森林性生物の多様性の現状
環境省レッドデータブック（1991または2002）により
作成しました。

日本全体 暖温帯林 冷温帯林 亜寒帯林

幹数
(Stem)

胸高直径
(BA)

図３：樹木の幹数（個体数）と胸高直径（太さ）の変化率（リビングプラネット
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